
JP 2005-155610 A5 2007.2.1

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ５ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 2月 1日 (2007.2.1)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2005-155610(P2005-155610A)
【 公 開 日 】 平 成 17年 6月 16日 (2005.6.16)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2005-023
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-286681(P2004-286681)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｆ ０ ４ ＦＦ ０ ４ ＦＦ ０ ４ ＦＦ ０ ４ ＦＦ ０ ４ ＦＦ ０ ４ ＦＦ ０ ４ ＦＦ ０ ４ Ｆ    5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)   5/20     (2006.01)
                        Ｂ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ Ｔ   17/00     (2006.01)  17/00     (2006.01)  17/00     (2006.01)  17/00     (2006.01)  17/00     (2006.01)  17/00     (2006.01)  17/00     (2006.01)  17/00     (2006.01)
                        Ｂ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ ＴＢ ６ ０ Ｔ   17/02     (2006.01)  17/02     (2006.01)  17/02     (2006.01)  17/02     (2006.01)  17/02     (2006.01)  17/02     (2006.01)  17/02     (2006.01)  17/02     (2006.01)
                        Ｆ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ Ｂ   35/04     (2006.01)  35/04     (2006.01)  35/04     (2006.01)  35/04     (2006.01)  35/04     (2006.01)  35/04     (2006.01)  35/04     (2006.01)  35/04     (2006.01)
                        Ｆ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ ＢＦ ０ ４ Ｂ   37/14     (2006.01)  37/14     (2006.01)  37/14     (2006.01)  37/14     (2006.01)  37/14     (2006.01)  37/14     (2006.01)  37/14     (2006.01)  37/14     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｆ ０ ４ Ｆ    5/20          Ａ
   Ｂ ６ ０ Ｔ   17/00          Ｃ
   Ｂ ６ ０ Ｔ   17/02          
   Ｆ ０ ４ Ｂ   35/04          
   Ｆ ０ ４ Ｂ   37/14          
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 12月 8日 (2006.12.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ノ ズ ル の 下 流 側 に デ ィ フ ュ ー ザ を 配 置 し て 、 こ れ ら の 間 に 吸 引 口 を 開 口 さ せ た エ ジ ェ ク タ
を 有 し 、 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ の 出 口 に 真 空 ポ ン プ の 吸 込 口 を 接 続 し 、 前 記 エ ジ ェ ク タ の 吸 引
口 か ら 負 圧 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 負 圧 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 吸 引 口 及 び 前 記 真 空 ポ ン プ の 吸 込 口 を そ れ ぞ れ 逆 止 弁 を 介 し て 負 圧 供 給 口 に 接 続 し 、
前 記 吸 引 口 及 び 前 記 吸 込 口 の う ち 、 真 空 度 の 高 い ほ う の 負 圧 を 前 記 負 圧 供 給 口 か ら 供 給 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 負 圧 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 真 空 ポ ン プ は 、 リ ニ ア ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ る ピ ス ト ン を 有 す る 往 復 動 ポ
ン プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 負 圧 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 真 空 ポ ン プ の 吐 出 側 を エ ン ジ ン 吸 気 管 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ の
い ず れ か に 記 載 の 負 圧 供 給 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 真 空 ポ ン プ の 吐 出 側
に 記 載 の 負 圧 供 給 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更

を 大 気 に 開 放 す る 第 ３ 逆 止 弁 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４



【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 は 、 ノ ズ ル の 下 流 側
に デ ィ フ ュ ー ザ を 配 置 し て 、 こ れ ら の 間 に 吸 引 口 を 開 口 さ せ た エ ジ ェ ク タ を 有 し 、 前 記 デ
ィ フ ュ ー ザ の 出 口 に 真 空 ポ ン プ の 吸 込 口 を 接 続 し 、 前 記 エ ジ ェ ク タ の 吸 引 口 か ら 負 圧 を 供
給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 は 、 上 記 請 求 項 １ の 構 成 に お い て 、 前 記 吸 引 口 及 び
前 記 真 空 ポ ン プ の 吸 込 口 を そ れ ぞ れ 逆 止 弁 を 介 し て 負 圧 供 給 口 に 接 続 し 、 前 記 吸 引 口 及 び
前 記 吸 込 口 の う ち 、 真 空 度 の 高 い ほ う の 負 圧 を 前 記 負 圧 供 給 口 か ら 供 給 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 は 、 上 記 請 求 項 １ 又 は ２ の 構 成 に お い て 、 前 記 真 空
ポ ン プ は 、 リ ニ ア ア ク チ ュ エ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ る ピ ス ト ン を 有 す る 往 復 動 ポ ン プ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 措 置 は 、 上 記 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か の 構 成 に お い て
、 前 記 真 空 ポ ン プ の 吐 出 側 を エ ン ジ ン 吸 気 管 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 は 、 上 記 請 求 項 構 成 に お い て 、 前 記 真 空 ポ ン プ
の 吐 出 側 を 大 気 に 開 放 す る 第 ３ 逆 止 弁 を 設 け た こ と を 特 徴 と す
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 に よ れ ば 、 真 空 ポ ン プ の 吸 込 に よ っ て 、 エ ジ ェ ク タ
の ノ ズ ル か ら デ ィ フ ュ ー ザ へ 空 気 が 流 れ 、 こ れ に よ り 、 ノ ズ ル の ス ロ ー ト 部 に 高 速 噴 流 が
生 じ て 、 吸 引 口 に 、 真 空 ポ ン プ の 吸 込 負 圧 よ り も 高 い 真 空 度 の 負 圧 が 発 生 し 、 こ の 高 い 真
空 度 の 負 圧 を 供 給 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 に よ れ ば 、 逆 止 弁 に よ っ て エ ジ ェ ク タ の 吸 引 口 又 は
真 空 ポ ン プ の 吸 込 口 の い ず れ か 真 空 度 の 高 い ほ う の 負 圧 を 供 給 す る こ と が で き る の で 、 効
率 よ く 負 圧 を 供 給 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 に よ れ ば 、 真 空 ポ ン プ の 構 造 を 簡 素 化 す る こ と が で
き 、 小 型 化 及 び 製 造 コ ス ト の 低 減 が 可 能 と な る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 に よ れ ば 、 エ ン ジ ン 吸 気 負 圧 を 真 空 ポ ン プ の 吐 出 側
に 供 給 す る こ と が で き 、 真 空 ポ ン プ の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
　 請 求 項 の 発 明 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 に よ れ ば 、 真 空 ポ ン プ の 吐 出 側 が 正 圧 に な る と 、 第
３ 逆 止 弁 が 開 い て 、 そ の 圧 力 を 大 気 に 開 放 す る の で 、 過 給 機 の 過 給 に よ っ て 真 空 ポ ン プ の
吐 出 側 が 正 圧 に な る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 マ ニ ホ ー ル ド ユ ニ ッ ト ４ に は 、 真 空 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ２ の 第 １ 及 び 第 ２ 吸 込 ポ ー ト １ ２ 、
１ ８ と 、 エ ジ ェ ク タ ユ ニ ッ ト ３ の 出 口 通 路 ３ １ と を 連 通 さ せ る 吸 込 通 路 ３ ６ が 設 け ら れ て
い る 。 ま た 、 マ ニ ホ ー ル ド ユ ニ ッ ト ４ に は 、 真 空 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ２ の 第 １ 及 び 第 ２ 吐 出 ポ
ー ト １ ４ 、 ２ ０ と 、 エ ジ ェ ク タ ユ ニ ッ ト ３ の 入 口 ３ ０ と を 連 通 さ せ る 吐 出 通 路 ３ ７ が 設 け
ら れ て い る 。 こ の 吐 出 通 路 ３ ７ は 、 逆 止 弁 ３ ８ を 介 し て 、 大 気 に 開 放 さ れ
て お り 、 逆 止 弁 ３ ８ は 、 吐 出 通 路 ３ ７ 側 か ら 大 気 側 へ の 空 気 の 流 通 の み を 許 容 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
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５

（ 第 ３ 逆 止 弁 ）



【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 負 圧 供 給 装 置 ４ ４ で は 、 エ ジ ェ ク タ ２ ５ の 入 口 ３
０ に 接 続 さ れ た 真 空 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ２ の 吐 出 側 は 、 逆 止 弁 ４ ５ 、 ４ ６ 及 び 第 ２ エ ジ ェ ク タ
４ ７ を 介 し て エ ン ジ ン 吸 気 管 ４ ８ に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ エ ジ ェ ク タ ４ ７ は 、 上 述 の エ ジ
ェ ク タ ２ ５ と 同 様 、 ノ ズ ル と デ ィ フ ュ ー ザ と を 組 合 わ せ た 構 造 で あ り 、 デ ィ フ ュ ー ザ の 入
口 ４ ９ が エ ン ジ ン 吸 気 管 ４ ８ の ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ ０ の 上 流 側 に 接 続 さ れ 、 デ ィ フ ュ ー ザ
の 出 口 ５ １ が ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ５ ０ の 下 流 側 に 接 続 さ れ 、 ノ ズ ル と デ ィ フ ュ ー ザ と の 間 の
吸 引 口 ５ ２ が 逆 止 弁 ４ 介 し て 真 空 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ２ の 吐 出 側 に 接 続 さ れ て い る 。 ま た
、 第 ２ エ ジ ェ ク タ ４ ７ の 出 口 ５ １ は 、 逆 止 弁 ４ 介 し て 、 真 空 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ２ の 吐 出
側 に 接 続 さ れ て い る 。 逆 止 弁 ４ ５ 及 び ４ ６ は 、 そ れ ぞ れ 真 空 ポ ン プ ユ ニ ッ ト ２ の 吐 出 側 か
ら 第 ２ エ ジ ェ ク タ ４ ７ の 吸 引 口 ５ ２ 側 及 び 出 口 ５ １ （ エ ン ジ ン 吸 気 管 ４ ８ ） 側 へ の 流 通 の
み を 許 容 す る も の で あ る 。
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